























































その過程では、高祖系列侯は高祖 12（前 195）年に 130名いたものが、文帝期には 110、景帝
期には 75と減少し、武帝の治世の最晩年の後元 2（前 87）年には 0となる。軍事的な功績に
よる列侯が減少する一方では、劉氏諸侯王の王子たちが列侯になっていく。武帝は当初は高祖
系列侯の権威に頼りながらも、新たな列侯を立てていったのである。 












の順序であることを示し（第 1章表 1）、列侯を封建した事由の功績を整理し（第 1章表 3）、
高祖後の恵帝・高后期の列侯を一覧で示し（第 2章表 1）、列侯の食邑（税収となる県規模の
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